鎌倉市自治基本条例策定市民会議第３６回策定委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年６月２４日（火）　午前９時～１０時４５分

	場　　所　　　　　　　鎌倉市役所　分庁舎５０３会議室

	出席者：柳下、郡司、小泉、平倉、小田切、渡辺、松本、橋爪、宅見、児島、三嶋、松山
（推進委員会：幸道）

欠席者：木戸、太田、鈴木
議事進行担当：議長　小泉

事務局：渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要
１　各グループからの報告
・なし（前回合同委員会以降、グループ討議は開催されていない）
２　6/19の討論をどう見るか
【主な意見・感想】

・資料（緊急に解決すべき課題）による話し合いで、結論が絞られたと感じた

・ポイントは条例に「政策」を盛り込むか否かであった

・たたき台項目の加除などについて、合意形成を図るべき

・「3つの説」のどれに重きをおくかの違いはあったが、排他的な考え方はあまり示されなかった

・19日の議論の総括を策定委員会として出せばいいのではないか
・決を採らなかったことは適切だったと思う

・市民自治を市政運営に置き換えるという議論があったが、反対意見が多かった。これにより、市民自治に重きをおく方向性が確認されたと思う

◉6グループの意見提示について

　・7/15合同委員会の前に、グループの意見をまとめ、策定委員会に提示することとなった。

３　新たな市民参加のシステムの制度設計について
◉制度設計をテーマとしたＰＩの実施について
・地区協議会が一番の関心事であり、賛否両論出ると思うが、抽象論ではなく、具体的に何をやるのかを示せなければＰＩにならない。もう少し煮詰める必要があるのではないか
・当事者の意見も聞かずに、市民会議案とすべきではない

・都市マスタープランの取組は市民参画の原型といえるものであり、こうした前例を研究し、議論してはどうか

・地区協議会を条例に盛り込むか否かは市民会議のマターである。具体を詰められないから条例には盛り込まないということではない。鶏と卵の議論である

・条例に盛り込むことはもちろんである。ただ、現在ある資料ではＰＩにならないということ
【決定事項】

・6/26全体会では、地区協議会（できれば市民委員会も）をテーマとし、ニューズレター№11を資料に、大船対話集会での富士見町町内会のまちづくり、北鎌倉の景観地区指定について説明し、市民参加のあり方について話し合うこととする
・本日配布の「地域自治区制度について」の抜粋を資料として配布する

・鎌倉地域のマップ作りの事例も紹介する

・7/17全体会も制度設計の議論を続けることとする
・6/26全体会の議論を経て、各グループの意見を集約し、事務局が資料としてまとめる。これを7/17全体会の資料とする

○　その他

・6/19全体会では、「目的」について詰めようという結論になったはずであり、この議論を続けるべきである。

【決定事項】

・7/10午前に合同委員会を開催。目的は①制度設計の整理、②「目的」についての合同委員会としての認識の共有

	特記事項
・次回の策定委員会は、合同委員会とし、7月10日（木）午前（７０１会議室）、　その次を7月15日（火）午前（８０２会議室）とする。
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